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漏出を疑い，発赤部を数カ所切開して可及的にド

レナージした”引き続き痔核の切徐結紫術を行っ

た鯵手術時には損傷部位は不明であったが，術後

の骨盤腔ＣＴで直腸壁の肥厚と，演腸潟囲にfree

air像を認めたたぬグリセリン涜腸による直腸穿

孔と診断した（図２)・

術後経過：手術翌日に肉銀的血尿を認めた畷血

液生化学検査では，白血球9‘200“，総ビリルビ

ンaOmg/dl，ＬＤＨ1,3061U/Ｌとそれぞれ上昇を

認めた。発熱や腎不全織候はなく，全身状態も安

定していたため，血蕊交換や人工腫門造設は行わ

ず，絶食とし補液を中心とした対症療法を継続し

た。紅門部の蕊赤，腫脹は徐々に軽快したため，

第７病鷹に食事を開始し，第１４病日に退院となっ

た．外来経過観察中に蹴鞠指診で歯状線上６時方

向に潰蕩を触知し，大腸内視鏡でも潰蕩が確認さ

れたく図3a)。術後２ヵ月目の大腸内視鏡では潰

蕩の縮小を認めたく図３b>蕊

皿 考察

グリセリンは無色透明，無臭性で吸湿‘性の粘性

液であり‘水分を奪取することにより局所を刺激

憾 慰錐に

グリセリン涜腸は術前処置などの日常業務の中

で頻繁に使用されているが，時として重篤な合併

症をきたすことがある蜜今回我々は，手術前処置

として行われたグリセリン涜潟が原因と考えられ

る撚傷性直腸穿孔の１例を経験したので，若干の

文献的考察を澱えて報告する。

Ｉ ”症例

患者：５４歳，男』性簿

既往歴および家族歴：特記すべきことなし。

現病歴：2003年５月１日より紅汚痛が出現した

ため，同年５月２日当院外来を受診した。外来診

察にて内痔核の巌頓を認めたため，獄日入院同

日手術の方針とした。術前処置として，グリセリ

ン涜腸〈60ml）を施行した。手術室に入室後，

駆門周囲の著明な発赤，腫嬢を認めたく磯１)。

皮震切開の際に，透明な液体の流出を認めたため，

直鵬壁もしくは舷門管損傷によ』るグリセリン液の

為
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舷門周磯の著明な発赤，腫脹を認めた．

図１術中所見
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直膨壁の肥厚と，直腸周囲にfr唾越r像を認めた。

図２骨盤雛ＣＴ
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